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弓
に
掲
械
)
し
て
い
ま
す
の
で

も
れ
な
く
受
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
。
も
し
、
乙
の
則
聞
に
ど
う

し
て
も
、
出
射
を
受
け
さ
せ
る

と
と
が
で
き
な
か
っ
た
も
の
に

つ
い
て
は
、
十

一
月
一
日
午
前

九
時
三
十
分
か
ら
午
後
四
時
ま

で
大
村
保
健
所
で
行
な
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
受
け
さ
せ
て
く
だ

さ
い
。

ロ

(七
詞
二
O
O匁
)

ム
附
入
方
法
リ
保
険
制
生
課
ま

た
は
回
大
村
出
張
所
に
現
金
を

持
参
の
う
え
、
必
要
訟
を
印
込

み
現
物
を
焼
却
場
で
受
け
取
っ

て
く
だ
さ
い。
(
保
険
衛
生
課
)

ミ
己
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C
、
互
点
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全
国
青
年
大
会
に

六
名
出
場

f10月下旬号j

大村市の人口

大
村
地
区
予
選
会
を
開
き
ま
す

の
で
多
数
乙
東
聡
く
だ
さ
い。

十
一
片
八
日
か
ら
凶
日
聞
東
京

山
場
者
は
各
小
学
校
か
ら
選
都
国
立
競
技
場
を
中
心
に
開
催
さ

ば
れ
た
児
屯
(各
校
一ニ
名
あ
て
)
れ
る
全
国
青
年
大
会
の
長
崎
県
代

で
一
人
七
分
間
の
持
時
間
で
す
表
選
手
と
し
て
、
大
村
市
か
ら
つ

ぎ
の
六
名
が
出
場
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の

ご
声
援
を
お
願
い
し
ま
す。

〔
柔
道
〕
桑
原
敏
幸
(
日
出
津
)

山
口
賢
三

(
鈴
田
)
辻
審
議

(福

重
)〔
剣
道
〕
藤
本
洋
一
(
大
村
部
勝
)

六
山
三
千
弘
(
昭
和
通
り
)
吉
村

俊
作
(
大
村
部
隊
)

月

日
か
ら

秋

の

大

掃

除

ム
ご
み
箱
、
便
所
汲
取
口
の
ふ

た
の
緯
備
、
台
所
、
物
問
な
ど

の
清
潔
強
頓
。

ム
汚
物
搬
出
区
域
内
で
大
掃

除
の
た
め
、
多
量
に
出
た
ご

み
は
、

ご
み
箱
の
と
乙
ろ
に、

ま
と
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い。

ム
臨
時
脱
出
H
下
水
出
土
の

蹴
出
に
つ
い
て
は
、
町
総
代
を

通
じ
て
保
険
衛
生
課
へ
連
絡
を

し
て
く
だ
さ
い。(
保
険
衛
生
課
)

(
図
暫
館
)

市
民
体
育
大
会

ふ
え
た
幼
児
の
事
故

(矛262号)

Z 1日から

交通安全運動

柔

道

審

査

第
五
回
市
民
体
育
大
会
が
つ

ぎ
の
と
お
り
聞
か
れ
ま
す
。

参
加
申
込
み
な
ど
く
わ
し
い

乙
と
は
教
育
蚕
員
会
に
お
た
ず

ね
く
だ
さ
い
。

ム
陸
上
H
十
一
月
三
日
グ
ラ
ウ

ン
ド
ム
庭
球
H
十

一
月
三
日
市

営
コ
ー
ト
ム
ソ
フ
ト
H
十
月
二

十
二
日
l
十
一
月
三
日

(
土
、

日
曜
だ
け
)
補
助
グ
ラ
ン
ド

ム
野
球
日
十

一
月
三
日
野
球
場

ム
剣
道
H
十
一
月
三
日
大
村
小

学
校
ム
穿
剣
道
H
十

一
月
三
日

大
村
小
学
校
ム
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

リ
十

一
月
五
日
陸
上
競
技
場
ム

山
岳
部
(
ハ
イ
キ
ン
グ
大
会
)

日
十
一

月
五
、
六
日
野
岳
t
大

野
原

秋
の
大
掃
除
を
市
内
一
斉
に

つ
ぎ
の
要
領
で
実
施
し
ま
す
の

で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

(保
険
衛
生
課
)

ふ
期
日

十

一
月
六
日
午
後
一

時
か
ら

肥
料
用
の
灰
は

い
り
ま
せ
ん
か

番
多
い
午
後
一二
時
!
六
時

大
村
中
学
校
道
場

ム
場
所

稲
刈
り
、
要
作
も
近
づ
き
農

家
の
皆
保
に
は
忙
し
い
毎
日
を

お
送
り
の
乙
と
と
存
じ
ま
す
。

市
で
は
昭
和
三
十
二
年
に
盛
芥

焼
却
場
を
設
問
し、

そ
の
副
産

物
と
し
て
灰
を
生
院
し
、
皆
様

に
こ
利
川
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
が
、
ま
だ
、
ご
存
じ
な
い
か

た
が
多
数
の
よ
う
で
あ
り
ま
す

購
入
ご
希
望
の
か
た
に
は
つ
ぎ

の
価
格
で
お
わ
け
い
た
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い

ム
小
口
(
四
十
九
俵
以
下
)
日

袋
共

一
俵
五
イ
川
灰
だ
け
一

俵
分
間
十
一一一
円

〈一大
口

(五
十
侠
以
上
)
H袋

共
一
俵
四
十
三
円
灰
だ
け
一

俵
分
三
十
六
円

註
H
一
俵
の
重
量
は
二
十
七
キ

実

施

期

問

ム
審
査

一段
以
下

十
一
月
一
日
か
ら
十
一

月
十
日

ま
で

十
月
二
十
一
日

一故
の
一
番
多
い
時
刻
と
な
っ
て
お
一
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

悦
崎
山
川

か
ら
十
円
間
全
国

一り

ま

す

。

一

一

一

一川
飲
酒
運
転
を
し
な
い
乙
と
。

以
出
…

一
斉
に
交
通
安
全

一

し
か
し
そ
の
他
の
時
刻
で
も
油
一

歩

行

者

は

一

一

一

一

ωス
ピ
ー
ド
違
反
を
し
な
い
乙
と

、
叩
山
山
町

運
}
が
行
な
わ
れ
一断
は

な

り

ま

せ

ん

。

一

一

…
N州
…
~

る
仁
と
に
な
り
ま

一

と
も
あ
れ
道
路
に
出
た
ら
、
車
一

ω右
側
の
端
を
歩
く
こ
と
。

一
ω無
理
な
追
越
し
を
し
な
い
乙
と

噛

議

し
た
。
乙
と
し
に

一の
雪
忘
れ
に
注
意
す
る
を
一

同
近
く
に
わ
た
る
道
(
横
断

一川
資
格
を
も
た
な
い
で
運
転
し
な

凶

切

な
っ
て
、
九
月
主
を
忘
れ
る
じ
と
な
く
、
ぼ
ん
や
り
一が
あ
る
所
で
は
必
ず
わ
た
る
道
を

一三
と
。

給

湯

川
日
ま
で
大
村
市
内

一歩
か
な
い
乙
と
で
あ
り
ま
す
。
車
一
歩
く
乙
と
。

一何
安
全
な
速
度
需
に
考
え
て
運

小
川

3Kで
お
き
た
交
通
事

一を
運
転
さ
れ
る
人
は
、
ハ
ン
ド
ル
一
川
歩
道
と
車
道
の
区
別

が

喜

一転
す
る
乙
と
。

一一…
一
品
川

故
は
九
十
件
、
死

一議

っ
て
い
る
目
、
「
自
分
の

一で
は
必
ず
歩
道
を
歩
く
乙
と
。
一
当
転
中
は
違
憲
ら
な
い
乙

山一……
n
M
川

亡
者
八
人
、
負
傷

一不
注
意
で
人
に
迷
惑
を
か
け
る
よ
一
川
子
ど
も
を
連
れ
て
い
る
と
き
は

一」

日…
h
山
1
W
者
八
十
八
人
で
、
了
つ
な
無
責
任
な
運
転
は
し
な
い
」
一
手
を
と
っ
て
歩
く
こ
と
。

一

閉
山
…

三
日
に

一
件
の
剖

一と
普
い
を
そ，

ト
ー
と
し
て
、
他
一
肘
道
を
横
切
る
と
き
は
、
一
度
止

一

…
…
皆
川
州
…

合
で
お
き
て
お
り
一
人
に
少
し
で
も
迷
惑
の
か
か
ら
な
一
っ
て
、右
、左
に
注
意
す
る
乙
と
。
一

日目
印
W
川

ま
す
。
一
い
よ
う
運
転
し
て
い
た
だ
き
た
い
一同
パ
ス
や
ト
ラ
ッ
ク
等
、
止
ま
っ一

‘
川
山

と
れ
ら
の
事
故
一
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
運
動
季
初
大
一
て
い
る
車
の
す
ぐ
前
や
後
を
横
切

一

で
十
三
才
以
下
の
児
荒
、
幼
児
が

一機
と
し
て
歩
く
人
も
、
車
を
運
転
一
ら
な
い
乙

と

。

一

走
り
出
し
て
の
事
故
が
目
立
っ
て
一さ
れ
る
人
も
、
つ
ぎ
の
点
を
と
く
一
例
自
転
車
に
乗
っ
て
右
、
左
に
曲
一

多
く
な
り
、
時
間
的
に
は
午
後
三
一
に
守
っ
て
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
一
る
と
き
は
三
十日
山
手
前
か
ら
合

時
か
ら
、
午
後
六
時
ま
で
が
、
事
一
な
く
す
る
よ
う
市
民
の
皆
様
の
ご

一
図
す
る
乙
と。

運
転
さ
れ
る
人
は

(
市
教
一安
)

ム
申
込

大
村
ス
ポ
ー
ツ
社
ま

よ

た
は
当
日
試
験
場
ヘ

実

施

要

領

だ

田
中
亀

一
氏

(
大
村
柔
道
協
会
)

ム
家
屋
内
外
の
不
潔
な
個
所
を

よ
く
清
掃
し
、
溜
っ
た
所
お
よ

び
床
下
な
ど
を
よ
く
乾
燥
さ
せ

る
乙
と
。

ム
下
水
瀞
、
便
所
の
掃
除
。

ム
室
内
は
通
風
を
よ
く
し、
握
、

敷
物
類
は
戸
外
で
乾
燥
さ
せ
る

と
と
。

を行ま数ま午恒
ー なた参す前例 I~~
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。は月また行月 隊
隊 二 ずのな 三 で
内日。 多 い 日は

まき教要村 会校西県 同去(
れ く育嶋市長長大内氏さ五大
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。かさ三連学ま村教 四。は 長
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市の功告長会村大萱崎 十逼
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委がは学ど 、教中中範 日正
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大村市政

竹
松
、
大
村
部
隊

の
運
動
会

狂
犬
病
の
予
防
注
射

狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
十
月

二
十
日
か
ら
三
十
一
日
ま
で
各

地
区
で
実
施
(
日
制
は
本
紙
前

j尖

(傍月1fヨ，10日.Z 0日発行〉

(
市
教
委
)

違
反
行
為
は
し
め
出
そ
う

日
日
童
話
コ
ン
ク
ー
ル

市
立
図
古
舘
で
は
十
月
‘ニ
十

日
午
前
九
時
三
十
分
か
ら
中
央

(
竹
松

・
大
村
部
瞭
)

選
挙
の
公
明
化
に
は
勇
気
を
出
し
て

E
z
-
-
-
2
 .. 一

門

と

い
】

犬
条
例
を
設
け
て
、

「犬
は

な
お
、

長
崎
県
狂
犬
病
予

川

…

…

箱

…

近
ご
ろ
犬
に

必
ず
鍋
か
州
で
つ
な
い
で
お
防
法
施
行
制
則
第
十
二
条
に

一

川

川
悶
町
川

よ
っ
て
家
畜
か
な
け
れ
ば
処
刑
す
る
」
と

「

人

叉
は一部
一歯
に
危
害
を
加

;

a

 

川

劃中引

…

や
股
作
物
に
い
う
方
法
を
と
っ
て
い
る
と

え
る
お
そ
れ
の
あ
る
犬
の
所

川

日
I
U

川

被
害
を
受
け

と

ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

大

村

有
者
は
け
い
留
又
は
口
網
を

1

・

f
l
…

ま
す
が
、
飼

市

で
は、

と
の
よ
う
な
条
例
施
す
等
危
険
防
止
の
方
法
を

e
 

-
1
一
世
、
見
払
ヘ

L
1
K
J

マヘ
3

回

目

円

、

…

↓品
フ
ン

一ノ

」勾
ス

J
Y
4
d

脳
出
川
し

主
の
か
た
が
放
し
飼
い
せ
ず
を
設
け
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

…

…
つ
な
い
で
お
く
よ
う
に
、
な

特

別
に
取
締
り
処
出
す
る
万
と
あ
り
ま
す
の
で
、
他
に
川

に
か
取
締
り
の
万
法
は
な
い
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
問
主
の
迷
惑
を
か
け
る
よ
う
な
く
せ

川

も

の

で

し

ょ

う

か

。

み

な

さ
ん
の
自
主
的
な
と
協

の
あ
る
犬
は
必
ず
つ
な
い
で

H

川

(

原

口

郷

松

川
公
雄
)

力
を
願
う
以
外
に
は
な
い
わ
お
か
れ
る
よ
う
お
刷
い
い
た

川

川

門
こ
た
え
】

他
市
で
は
省
け
で
す
。

し
ま
す
。
(
保
険
尚
生
課
)

t

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
婦
人
一な
意
見
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
、

会
、青
年
回
、
婦
人
・

青
年
学
級
、
一全
員
が
公
明
選
挙
に
よ
る
正
し
い

た
い
。

④
男
子
年
稿
者

の
選
挙
思
想

教
育
が
も
っ

と
も
必
要
で

あ
る
。

教

育

長

に

湯

川

氏

一卒
、
長
崎
師
範
索
、
長
崎
市
学

…
一部
落
公
民
館
の
各
指
導
者
を
対
象
五
治
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
努
力
す
一

一
務
課
長
、
長
崎
県
立
中
学
校
異
陸
一

一に、

去
る
十
月
七
、
八
、
十
日
の
一る
乙
と
を
話
し
合
い
ま
し
た。

一

回

川

氏

教

育

委

員

に

一

a

一

一

一

一任
、
長
崎
県
数
育
委
員
、
長
崎
県
工
三
日
間
、
竹
松
己
つ
天
神
社
、
市
役
一①
選
挙
違
反
の
取
締
り
を
厳
重
に

一

一ノ
州
五
教
育
長
お
よ
び
今
盟

一議
会
議
員
、
九
州
商
船
株
式
会
社

…
一

、

1

一

一

和
夫
教
芝

居

九
月
三
十
日
で

一監

査

役

土

庁

議

場

調

訂

公
民
館
の
三
会
場
一

し
て
、
自
主
義
で
や
っ
て
ほ
一言
気
を
も
っ

任
期
が
耐
了
し
ま
し
た
の
で
、
笠
田
川
教
育
委
員
採
N
福
重
豆
で
映
画
、
講
演
、
懇
談
室
開
催
一

し
い
。

一

て
選
挙
の
公

実

総

務

総

仲宗

一

JJFYL
予
感

一

'
一

一

一

之

紘

一

首
長
以
設
工
場

何人
二
JJU)
J
¥
hf

z品川
伊

一
氏
、
田
川
恒
一同
郷
出
身
、
明
治
四
十
年
十
二
月
ピ
し
ま
し
た
が
、
各
会
場
で
は
宮
田
一①
一
般
市
民
が
違
反
行
為
を
容
認一

明
化
に
協
力

2
t…
機
一九

一

三

ぬ

夫
氏
が
伍
八川
さ
れ
ま
し
た
。
十
月

一二
十
九
日
生
(
五
十
一ニ
才
)
長
崎
一

一佐
古
両
講
師
の
「
国
民
の
正
し
い
一

し
な
い
よ
う
自
覚
し
て
選
挙
に

一

し
、
会
合
に

怒

れ

し

低利一
二

刊

抱

一いい川一九一
刈一

五
日
教
育
長
品
川
氏
が
伍
命
さ
一
医
科
大
学
革
、
長
川
医
大
助
護
一

一心
持
ち
を
選
挙
に
表
現
し
よ
う
。
一

の
ぞ
き
。

一

も
つ
と
め
て

門
事

誠

一

三

主

一

一

理

工、

教
育
室
長
に
は

永

製

二

(
医
学
時
士
)
佐
世
保
市
民
病
院
三

一

一

出
る
よ
う
に

yvy--r一
品
目
一
一

日

む

η

氏
が
決
ま
り
ま
し
た
。

一副
院
長
、
郡
中
学

校

長
、
同
川
…
一そ
う
し
て
立
派
な
政
治
家
を
選
び
一①
つ
ご
う
の
良
い
選
挙
法
が
つ
く
一

し
よ
う
。

山一
機

…

ι議
拘

よ

湯
川
等

長

限

川
市
松
新
知

一医

院

長

(

市

教

委

)

い
一出
そ
う
」
と
の
熱
弁
に
雲
者
は
ら
れ
る
の
で
、
関
係
外
の
も
の一

(
市
選
挙
管
理

叩
、

ィ

議

ぬ

料

一

一ぶ

呂
町
出
身
、
明
治
二
十
八
年
九
月
一

写
真
リ
右
湯
川
教
育
長

一
一大
き
い
震
を
受
け
ま
し
た
。
が
乙
の
法
律
を
つ
く
る
よ
う
に
一
貫
会
)

一

γ仁
川

i

島

L
r緩

w

時
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積

政

治

、日
3

・」、

し

司

且

一刀

※

公

明

に

選

ん

詰

ザ f、
../ 

、E
E
U
U
 

し、

国
よ

国

と

家

で
明
る

て

よ



人パ

u
u

，、J
tl
!

j

・

1

-

i

t

--
t
t
l山
h

/
ん

2川
内
川

ω
品
川刊行ゆいと
ι7
f
什
ゅ
う
こ
とれ
U

あ
り
よ
ず
の
ア

、
山
M
m
M
白
仰
と
協
刀
を
わ
JM
い
し
主
ず。

一で
、
九
じ
よ
そ
ζ
凶
力
の
ほ
ど
お
て
川
一公
政
市
話
は
二、

ぃハ
0
0
れ
か
一ぞ
れ
使
っ
た
だ
け
の
料
金
を
い
た

一共
引
山
記
事
務
川
日
九
O
O
円
一

一川
い
中
し
a
d
げ
ま
す
。

一

ら

一

二

、
八
O
O
れ
ま
で
の
お
々
八

一
だ
く
わ
け
で
、
も
つ
ど
も
合
川
的

↑

化
宅
札
口
万
円
O
円
一

一
な
お
、
い
三
九
で
の
詐
り
は
、

つ一
r
l
d
p
か
一
り
八
九
百
よ
で
よ
江
り
ま
一な
制
山
で
お
り
土
す
υ

一

公明ノ2山一川リリ

一
川
一
O
川

一

大
村
山
川
一M
G市
J
o
c
t
、
、

ま
一
の
一Y
立
で
あ
り
ま
し
た
が
、
山
政

一
ぎ
の
戸
川
で
が
久
わ
る
と
と
に
な
り

一ず
o

松
山
、
竹
松
川
も
ζ
れ
に
単
一
そ
れ
で一
川
川
い
た
だ
く
川
話
料
は

一

一

ま
で
の
片
山
市
話
ーか
Fb
、

町

一川
川
ru
ら
計
山
保
刈
川
市
人
れ
い
か
一ま
す
が
、

一パ比
次
第
改
め
て
お
知
一
じ
ま
す
ω

一
つ
去
二
つ
主
計
し
た
金
制
と

一

即

時

通

話

区

一

式
出
出
へ
の
き
り
か
え
工
一
割
も
お

一あ
り
ま
し
た
の
で
、
山
一
定
n
…
日
ケ
ら
は
い

K
し
ま
す

G

Z

-
一川
市
り
の
山
口
民
地
知
は
十

一
な
り
ま
す
。

一

聞

の

設

定

除
は
で
順
一訓
に
す
す
み
、
先
-
一二
闘
と
な
っ
て
お
り
だ
す
。

一
川
あ
た
ら
し
い
山
話
計
り
は
一一、

一片
山
と
九
の
川
込
み
で
あ
り
手

一

【
白
剤
改
式
後
の
料
金
】

一

一

月
じ
は
い
よ
い
よ
お
ま
ち
か
ね
の

一

一

0
0
り
お
よ
び

二
、
0
0
0
台
の

一

一

日仁
h

ドー
I

十
川ト八一川
J

民
一
川
刊
の
山
外
通
話
川

内
一
叫
ん
山
話
に
さ
り
か
え
で
き
る
巡

一

電

話

番

号

ω
常
一一叩一

一
川
以
山
J

よ
行
け
ま
す
ο

一
度

数

料

金

制

一わ
ド
一
一
一
川
ド
，h
J
リ
l
I
)
〕
リ

一

改
合
同
時
に
白
川
即
時
過
活

び
と
な
り
ま
し
た
。

一

一

ωい
メ
山
れ
の
一
円
前
淋
刊
は

一、

。

一I
中
b
i
n

--
r
j
l
f
C
(
[
と
れ
け
主
ず
O

(

二
時
枯
二
八

山

出

話
に
な
り
ま
す
と
、
い
ま

一

山
地
百
き
り
か
え
と
は
叫

一

一

(

似
っ
て
忘

れ

な

一

円
)

ま
で
と
は
い
ろ
い
ろ
変
わ
る
乙
と
一
に
、
い
ま
ま
で
の
お
抗
け
な
二

自

劫

電

話

へ

の

き

り

か

え

一

三

日
ー
だ
く
乙一

ω大
付
'
洲
早
川
の
市
外

過

程

と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま

十全
面
的
じ
変
え
さ
せ
て
い
た
だ
く

十

一

日

H
j

L
コ
L
改
式
と
同
時
に
半
自
動
即
時
過

し
を
お
知
ら
せ
し
て
、
定

の

ど

一乙
と
に
な
り
ま
す
。

一

尖

胞

は

い

米

年

一
二

月

一

{
1
1一一一
T
F一
括
ど
な
り
ま
す
。
(
一
通
話
二

君
主
男
を
お
願
い
い
た
し

一な
が
い
間
ご
問
い
た
だ
い
て
、

一

一

(

川
)

一

一
円
)

ま
す
o

一お
な
じ
み
の
砕
け
を
え
ま
す
乙

二

0
0
行
お
よ
び
一一
一、

一
O
O
台

一

白
世
話
に
き
り
か
え
る
と
、

一共
同
告
出
掛
川
リ
一二
三
O
円

一(川
大
村

J
Z川
の
市
外
通
話
は

一と
は
、
ま
乙
と
に
山
し
わ
け
な
く
一と
必
け
ま
す
υ

一す
く
い
ま
ま
で
の
定
制
料
金
制
が

一

(

川
)

一

咋
合
同
時
に
手
動
即
時
通
話

加

入

区

域

の

合

弁

一仔

じ

ま

す

が

、

品

高

野

川
一

2日
吉

竺

O

O

A口
の
九

一位
駄
な
川
に
な
り
手
。

一

中

川

H

J一て
O
円

一

と
な
り
ま
す
。
(
一
誠
一
川

!一
造
の
凶
係
し
、
訟
法
机
や
、

っ寸一川

一O
J笠
げ
と
な
り
ま
す
。

一度
数
制
の
内
訳
は
法
一本
料
と
度
数

一

(

川
)

一

川
)

自
動
草
山
に
き
り
か
わ
る
と
、

一し
中
必
ず
く
今
¥
し
て
、
か
か

~ω竹
松
川
の
川
入
有
は
八
、
a
O一
料
の
二
本
町
と
な
っ
て
お
り
ま
し

一句
集

約

川

H

巾

内

じ

円

一い
ず
れ
も
と
れ
ま
で
の
よ
弓
に
叫

す

Jぐ

I
i
Lで
の
竹
位
ル
と
松
原

一り
や
す
い
佐
川
一
六
な
叫
訴
に
す
る
た
一O
台
か
ら
八
、
円
O
O
丹
ま
で
と

一て
、
度
数
制
は
世
一
討
を
か
り
た
川

一

公

浩
一

T
h一
O
円

一ち
合
せ
の
心
川
な
い
か
あ
け
ま
せ
ん
。

同
の
加
入
区
域
を
合
併

(
従
時
合

一め
に
は
、
ど
う
し
て
も
や
む
広
一
一江
り
ま
す
。

一敬
に
一
応
じ
て
料
金
を
い
た
だ
く
万一

門
い
ま
ま
で
の
料
金
〕

一な
お
、
ど
小
川
山
点
は
大
日
報

併
)
し
、
大
村
両
の
市
内
通
話
区

一な
い
そ
慣
で
ご
ざ
い
ま
す
。
も
ち
で
山
一松
以
川
の
加
入
者
は
八
、
五
O
一法
で
あ
り
ま
ず
か
ら
、
山

話

そ

多

事

務

川

N
一
、
川
丘

一山
話
川
常
業
係
(
叫
話
八
一一
O
許
)

域
と
な
り
ま
す
。

一

ろ
ん
変
一史
に
あ
た
り
ま
し
で
は

M
一
O
台
か
ら
八
、
六
O
O
ム
主
で
と
一
く
か
け
ら
れ
る
か
た
に
も
、
少
な
の
円

一
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
ま
す

な
お
、
鈴
旧
同
は
加
入
区
域
合
併

一正
、
公
平
に
決
定
い
た
し
ま
す
の
一
な
り
ま
す
。

一く
か
け
ら
れ
る
か
た
に
も
、
そ
れ
山
宅
川
H
八
七
O
円

一ょ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

P
お
き
Np
h'暴投

UP5
ミ

3
3
S

3
3
込注目、、
rLY
察
、
F
3
h
S
言
、
r益
、
ィ
F
LN器、1
r
rミ
3
1
3
お
お
よ
司
rhお町、、
J

〉
足
袋
、
，
L
一主
選
手
、
，
b
ミ
ミ
t
rさで
tL，
も
お吋
4
bh
b
器
、
J
J
ミ
q
J
b
1泌
総
司

4
9いおお古へ
、
4
J語、、
‘
之
ミ
34
r
ミ
ミ
J
F
A注目、
J15S
き
もー
ミ
ミ
J
Pミ

3
3
議
、
4bミ
ミ目、
J
Jミ
ミ
J
X
F暴投
下
4
p
hwミ
豆、
急
建
2
1
r
人
終
選
、
ィ
f
暴投、¥F下込
ミ
¥〈
F語
、
，

中
小
企
業
団
体
の

一信
用
販
売
協
同
組
合
参
事
政
辺
一
而
に
幾
多
の
功
宮
つ
む
は
か
、

一

一

内
に
し
て
も
、
乙
の
震

が

ち
ょ

い

な

ら

大

三

一

段

三

辺

川

創

出

一0

0

0

2
ム
京
都
・
キ
ヤ
デ

一浩
さ
ん
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

一
そ
の
他
の
同
業
団
体
の
統
合
一
本

一

一

ょ
っ
と
で
も
煩
い
と
か
、
な
に
一

「
あ
ま
り
も
っ

7
u
j
し
わ

ι
一

/

い

一

イ

二

三

才

ま

で

・

月

枚

八

千

円

優
夏
職
員
と
し
て

一

一

一

渡

辺

氏

表

彰

さ

る

一九

日

許

可

ド

一日

間

同

時

計

一

赤

痢

と

食

中

毒

の

予

防

三

日

目

百

円

一

日

吋

刊

一

王

山

町

れ

一一
一

誌

で

同

一

日

一

H
U
H
d

去
る
十
月
四
日
、
佐
賀
市
公
会
一
ん
は
、
昭
和
二
十
六
年
七
月
、
大
一身
さ
れ
た
功
約
に
よ
る
も
の
で
す

一

一

と
で
す
。

一

回
中
訟
の
原
因
に
な
る
場
合

が

以
ーに
ム
償
却
工

二一
一八
才
ま
で

・
三

一

O
円
・

ム
三
輪
車
運
転
手
・

堂
で
開
催
さ
れ
た
第
十
四
回
中
小

一村
借
用
服
売
協
同
組
合
の
設
立
単
一

一

ま
た
そ
の
た
め
に
返
品
を
気
持

一

多
い
の
で
と
く
に
注
写
裂
し

一

企
業
団
体
九
州
大
会
で
、
中
小
企一
備
に
尽
力
、
同
年
十
一
月
創
立
以

一

山
ん
で
い
る
と
き
は
そ
乙
に
は

一

れ
ま
す
が
、
乙
れ
は
側
人
衛
庄
一

よ
く
受
け
と
っ
て
く
れ
る
出
を
一

ま
す
。

一

業
団
体
の
優
良
質
と
し
て
、
大

夜

、

組

合

事

業

の

省

、

運

主

主

に

な

る

パ

イ

菌

が

つ
い
て

一

の
無
視
で
あ
り
ま
す
o

一

票

乙

と

で
す
。
「
乙
れ
く
ら

一

(

健

衛
生
諜
)
一

い
ま
す
の
で
危
険
で
す
。
一
金
を
ぬ
っ
た
手
で
す
ぐ
食
品
を
一

3
t
5
2
5
2
5
2
s
t
i
t事
2
5
:
S2
5
2
f〉
2
5
2
5
t

一

同
従
業
員
に
つ
い
て
厳
陥
な
州

一

つ
か
む
と
い
う
よ
う
な
こ
と
は

一

簡

易

保

陰

の

新

加

入

運

動

一

人
衛
生
の
習
慣
が
大
切
で
す
。

一

よ
く
あ
り
が
ち
な
乙

と

で

す

が

一

一

た
と
え
ば
、
卵
や
耳
を
い
じ
っ

一

お
客
さ
ん
は
い
や
な
気
が
す
る一

契

約

高

二

兆

円

突

破

記

念

一

た
手
で
食
品
を
扱
っ
た
り
、
使

一

だ
け
で
な
く
衛
庄
上
危
険
で
す
一

一

所
に
行
っ
て
手
主
わ
な
か
三

か
ら
と
く
に
気
を
つ
け
る
乙
と
一
十
月

一
日
は
簡
易
保
険
創
業
四

も
と
に
、

全
国
的
に
新
加
久
運
動

一

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
わ

一

で
す
。

一十
凶
周
年
を
迎
え
ま
し
た。

一を
く
り
ひ
ろ
げ
て
い
ま
す
の
で
、
一

一
こ
の
事
業
は
ま
ず
ま
ず
発
展
の
一大
村
郵
便
局
で
は

一
層
の
ど
協
力

一

=
E
J

二

途
を
た
ど
り
、
九
月
に
は
契
約

↑を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

一

…

一

般

家

庭

で

は

一

一高
は
二
兆
円
を
突
破
し
ま
し
た
。

一
※

思

わ

ぬ

災

害

、

役

一

一乙
れ
は
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ど
協
-

t

一

一

一

立

つ

保

険

一

一力
の
た
ま
も
の
と
大
村
郵
便
局
は

一

一

同
樹
立
的
飲
食
物
の
腕
入
品川
一び
一
μん
で
い
ま

す

。

一

※

一

口

で

、

家

族

み

一

こ
隈
取

一
こ
の
た
び
、

こ
れ
を
記
念
し
て
一

ん

な

を

ま

も

る

家

一

村

淳

一的
飲
食
庖
の
選
定
利
則
一郵
政
省
が
主
催
し
、
大
脳
省
お
よ
一

族

保

険

一

野
菜
に
し
て
も
、

mに
し
て
も
、
一
ひ
川
省
増
強
中
央
委
員
会
協
賛
の

一

(

大
村
郵
便
問
)
一

，(三)(苧262ワ)11 よ"J-.' 
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大
村

1
菅
一
瀬
間
の
電
話

線
工
事
に
ζ

協
力
を

沿
い
，
b
一日公
社
で
は
、
山
山
H

4

工
串
川
州
山
川
叩
上
地
の
凶
荒
し
ゃ、

ミ

大

村
電
報
電
話
局
か
ら
ミ
ト

(毎月 1日.10日.Z 0日発行〕

十{) (与)

ち 貧
ふ口
J、 口口

£主
し取

1こ扱
/子、 つ
訴人
で は
も

1

2E
E---1・EE--
=

i
t
i
z-
-
5
1
・
z

i

l
i
f
e--
f
E
-=・
4
Z
E
--e
E
i

--
E
z-
-M

'

E
a'
I
Z
--
-1

"
--
-
E
l
--ZE川

〔
生

態
〕
ダ
ニ
の
類
は

ネ
マ
ミ
に
寄
生
し
て
そ
の
印

判
イ
エ
ダ
ニ
け
も
と
も
と
ネ
(
ま
た
は
い
わ

γ
、
リ
ン

一

↑

カ
や
ハ
エ
な
ど
の
よ
う
な
見

を
吸
っ
て
生
活
し
、
ネ
ズ
ミ

γ
ミ
に
古
止
し
て
い
る
の
で
ヂ
ン
、
ピ
レ
ト
リ
ン
ゴ
極

M

J

一
虫
類
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
と
と
も
に
各
所
に
運
ば
れ
て
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
と
殺
虫
剤
の

合

山
剃
)
有
機
燐
剤
系
油
剤
…

一
の
仲
間
に
ツ
ツ
ガ
ム
シ
、
イ

人
間
を
州
院
し
、
政
印
す
る
散
布
を
併
行
し
て
お
乙
な
い

を
、
毛
布
、
敷
布
な
ど
に
は

十

一

エ
ダ
ニ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
す
。
天
井
張
、
ゃ
、
押
入
れ
粉
剤
を
ま
き
ま
す。
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ダ
ニ
は
卵
↓
幼
ダ
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↓
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ダ

里
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仙
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一

ニ
↓
剃
ダ

ニ
の
四
つ
の

ι
…
ダ

ニ

の

生

態

と

駆

除

方

法

一

い
わ
ゆ
る
有
毒
地
(
ア
カ
ツ

一

…

か

ら
な
り
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ふ
化
し
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鋭
タ
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ツ
ガ
ム
シ
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タ
テ
ツ
ツ
ガ
ム
刊

F

ニ
は
最
初
、
昆
虫
に
似
て
六

シ
の
械
息
地
)
に

υい
T

E

一
本
の
仰
を
も
っ
て

お

り

ま

す

〔

病

気

〕
ダ
ニ
は
つ
つ
の
隅
な
ど
の
ネ
ズ
ミ
の
巣
を

リ
ン
デ
ン
混
合
粉
剤
あ
る
い

川

ツ

ツ
カ
ム
シ
は
、
ハ
メ
ネ
が
む
し
病
の
病
原
体
を
媒
介
除
去
し
、
特
虫
剤
を
ま
き

ま

は

、
リ
ン
デ
ン
粉
剤
を
散
布

ト

f

ズ
ミ
、
ド
ブ
ネ
ズ
ミ
な
ど
に
し
ま
す
。

す
o

犬

誌

に
は
り
わ
m
l

し
ま
す
o

↓

一

室

し

、

イ

エ
ダ
ニ
は

イ

エ

〔
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川
別
収
の
ど
お
り
で
す

。

川

倒

伏

し

穴

で
き
す
ぎ
の
も
の
ハ
み
か
ん
〕

4

日
川
聞
い
か
出
い
と
阿
川
り
の
能

よ
り
、
前
泊
か
あ
る
い
は
い
元
肥

N
幼
不
お
よ
び
M
T
生
出
↑

「

K
詰
」

中小
が
上
が
ら
な
い
う
え
に
、
米

く
ぶ
ん
小
山
一括
和
か
ら
と
州
は
有
機
杭
山
料
を
主
体
と
し
一

f
J
1
L

!

の

品

目

が

一

位

く

た

り

ま

す

。

米

る

。

て

一

日

右

胞

し

ま

す

。

ん

リ
取
り
は
満
期
に
け
刈
の
淳
一
党
~
あ
げ
る
た
め
に
も
じ

ゅ
ィ
モ
ナ
、
ィ
マ
ハ
ガ
レ
、
縦

一

-
山
り
時
間
は
米
の
品
目
に
附
係
ゅ
う
ぶ
ん
ほ
じ
た
い
も
の
で

山
心
一
川
内
ぺ
ど
に
か
か
っ
て

「

一
し
ま
す
。
早
す
ぎ
て
も
、
お
そ
ず
。

い
は
い
も
の
。

時

い
す
ぎ
て
も
版
叶
一
が
減
り
、
川
一日

採

種
日

良
い
出
合
つ
く
る
一
川
内
泌
が
泊
当
つな
も
の
、
一
般

一
、
か
出
く
な
一
リ
ま
す
。
船
内
や
似
に
は
山
い
同
刷
会
使
わ
れ
け
れ

の
刈
山
u
k
り
も
=
f
川
口

一
の

若

見

て
刈
り
ま
し
ょ
う
。
ば
な
り
ま
せ
ん
0

・
同
い
関
川
は
古
に
刈
取
る
と
と。

一
だ
い
た
い
加
が
山
て
か
ら
同
十

町
八
日
J
冗
十
日
く
ら
い
い
か
組
当
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ぶ
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刈
山
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一
た
ら
よ
く
乾
か
し
て
か
ら
問
般
の
一週
民
的
に
純
粋
で
あ
っ
て
の
刈
収
っ
た
隔
は
架
下
し
し
て

一
し
ま
し
ょ
う。

川
崎
機
の
同
転
必
ま
じ
り
が
な
く
、

ゆ
的
突
が
除
々
に
柁
か
し
ま
す
。
そ
し

一
敬
は
滴
当
に
淵
附
し
ま
し
ょ
う
よ
く
、

ω府
円
、
山
存
の
つ
い

て
じ
ゅ
う
ぶ
ん
に
位
燥
さ
は

-
抵
の
問
般
の
と
き
の
ま
ま
で
脱
て
い
な
い
仙
花
咋
と
そ
の
後
の
た
後
、
足
で
踏
ん
で
簡
単
に

一
山
取
し
て
い
る
居
合
が
あ
る
よ
う
生
育
の
よ
い
閣
制
で
な
け
れ
ば
起
ち
る
分
だ
け
を
間
に
し
ま

や
で
す
か
ら
ほ
悲
し
ま
し
ょ
う
。
な
り
ま
吐
ん
。
間
仰
を
と
る
に
す
。
動
力
川
制
機
会
用
い
る

一
川
転
数
は
ブ
i
け

で
調
節
し
ま

は
つ
ぎ
の
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
叫
仙
台
は

一
分
間
の
凶
似
数
は

-
」

え

純

粋

で

出

り

の

な

い

水

刊

か

一

一一
O
O
凶
低
ま
で
に
と
ど
め

一

ブ
lリ
の
大
き
さ
の
算
山
出

ら

ま

す
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